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仁
於
…
七
選
出

す
る
替
の
と
す
、
然
る
じ
湯
原
仁
て
は
雨
者
の
問
を
折
衷
し
て
字
放
一
は
選
出
他
の
客
数
は
総
替

の
指
名
と
せ

λ
ノ
、
而
し
て
加
奈
陀
の
如
一
ぐ
元
老
院
ト
議
員
の
全
部
を
指
名
と
匁
し
其
候
期
を
修
身

「
吋

r.
FHJ 

百

二

十

一

人

五三

と
な
し
大
る
け
い
非
難
の
紡
無
き
に
非
ら
含
れ
ば
稼
訓
聯
邦
に
於
て
は
悉
く
之
を
一
改
正
し
以
て

近
代
的
思
想
を
表
現
せ
し
め
大
る
-
次
第
な
れ

E
古

市

岡

仁

於

て

は

濠

洲

と

異

な

b
其

人

民

に

は
英
蘭
雨
入
積
立
包
会
し
加
ふ
る
に
多
数
の
土
人
を
も
一
合
む
を
以
一
て
彼
等
の
一
生
活
殺
能
ゆ
を
知

惑
し
其
利
害
の
調
和
を
期
す
る
矯
め
仁
ぃ
指
名
、
議
員
を
存
ず
る
を
以
て
利
設
な
F

り
と
思
考
し
大
る

に
依
る
宅
F

の
l
r
z

ず
、
次
に
聯
合
政
府
之
各
州
の
漉
力
関
係
に
就
て
之
を
見
る
仁
加
奈
陀
は
中
央

政

府

の

権

力

を

頗

る

大

な

ら

じ

め

セ
J

り
之
れ
各
衆
回
一
の
例
に
鍛
川
み
る
所
一
ゐ
F

り
北
る
が
然
め
仁

し

て

令

衆

闘

は

俄

A
J
Vト
各
州
の
権
力
を
大
な
ら
し
め
文
る
が
t

矯
め
時
一
応
州
政
府
時
中
央
政
府

の
政
策
仁
一
背
反
す
'
る
が
如
き
行
動
に
出
づ
る
て
と
鉱
山
を
に
非
ヤ
ー
、
皐
一
覧
近
一
世
の
岡
家
組
織
に
遁

令
せ
な
る
唱
の
之
一
沼
は
念
る
を
得
一
歩
加
奈
陀
は
之
に
比
し
て
頗
る
・
進
歩
し
セ
る
所
あ
t
り
に
英
憲
一

訟
中
に
は
中
央
政
府
の
椴
力
一
党
る
可
を
唱
の
二
十
八

s

ケ
僚
を
規
定
し
外
仁
各
州
の
様

mm
を
定

て
共
規
定
仁
洩
一
れ
北
る
は
凡
て
中
央
政
府
の
機
内
に
締
せ
し
め
-
な

'o
、
然
る
仁
濠
州
隣
邦
に
於

て
は
之
を
会
衆
闘
に
比
す
れ
ば
中
央
政
府
の
機
カ
の
大
な
る
鮪
に
於
て
，
優
れ
I

り
と
雌
も
之
を

加

奈

陀

仁

比

す

れ

ば

各

州

に

於

て

術

大

な

る

棋

利

を

保

留

し

規

定

仁

洩

れ

L
X
る
も
の
は
凡
て
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州
政
府
の
機
利
に
蹄
ず
る
の
ん
め
な

ιリ
、
と
は
英
殖
民
地
、
が
全
部
英
間
人
種
ょ
、
今
成
一
ふ
が
然
め
中

央
政
府
の
楳
力
を
強
一
て
大
な
ら
し
む
る
必
要
を
認
め
才

b
し
が
矯
め
な
る
耳
し
。
然
遺
-
一
印
刷
川

勝
人
官
仁
史
ん

J

て
は
英
樹
氏
の
殖
民
地
花
る
喜
四
点
降
ナ
夕
、
ル
雨
州
ゐ

b
、
蘭
人
の
殖
民
し
文
る
ト

一ア

Y

ス
グ
ア

j
L
Y
o

オ
レ
ン
ジ
リ
グ
ア
雨
州
あ

Lb
兼
ね
し
て
阿
非
利
加
土
人
の
其
附
仁
介
在
す

る
者
が
も
少
な
わ
ら
歩
。

3
れ
ば
勉
い
め
F

J

て
て
中
央
政
府
4

の
の
縫
力
を
恐
埜
輩
阜
阜
一
悶
な
ら
し
り
ひ
一
る
仁

ば
統
一
の
事
-
安
安
安
安J
は
有
名
名
?
無
安
安
一
に
了
ち
叩
勺

ss
‘パddACq」
ヤ
一
る
を
保
ず
可
可

5

ら
歩
之
れ
中
央
政
府
と
各
州
政
府
府1

どレtし
の

閥
係
を
規
定
す
?
るUρ
ナ
に
於
て
市
民
は
濠
洲
に
倣
一
は
い
や

J

し

て

主

之

し

て

加

奈

陀

広

則

-b一
た
る
所
以

南
一
間
聯
合
、
と
茶
回
一
磁
一
民
政
策
の
奨
慌

問
一
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止
な
片
山
内
日
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け
一
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0
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詩
句
w

然
1

り
八
年
以
前
の
五
月
三
十
一
日
は
ボ
!
ダ
が
刀
折
れ
力
選

h

き
て
降
を
軍
内
に
諦
ぴ
な
る

の
日
な
1

り
八
年
後
の
同
}
月
同
日
は
彼
が
市
阿
聯
合
の
総
理
一
大
民
党
る
祭
春
一
を
携
ふ
の
日
な
z
り

し
な
J

り
英
人
に
此
寛
容
ゐ
1

り
此
爪
判
明
正
大
あ
ん
，
彼
等
が
世
¥
界
至
る
所
其
殖
民
一
政
策
一
仁
成
功
一
を

告
げ
か
」
る
も
の
無
を
決
し
〈
偶
然
仁
非
ら
h
f・
-
る
な
グ

英
闘
の
般
民
地
拡
凡
で
自
治
白
筏
を
以
て
其
理
部
、
と
錯
す
従
て
本
闘
と
殖
民
地
と
，
の
関
係

拡
甚
だ
冷
淡
な
る
る
の
l
y

如
し
加
奈
結
、
・
濠
一
一
洲
、
前
亜
の
三
大
殖
民
地
は
内
政
仁
於
て
一
切
本
闘

の
干
渉
束
縛
乞
受
け
も
Ca

る
の
み
な
ら
歩
其
面
積
人
口
を
以
て
す
る
毛
容
易
に
組
側
立

u

闘

の

伍

班

臨

仁
列
す
る
を
得
る
の
右
様
な

bj果
一
し
て
然
ら
ば
此
等
の
自
治
以
畑
氏
地

K
郵
し
本
闘
は
街
如
一
仰

な
る
椛
利
を
財
閥
保
し
つ
k
B
R

も
の
ら
や
の
問
題
を
生
也
、
d

る
を
得
歩
、
之
れ
吾
人
の
所
龍
一
本
，
閥
殖
民

問
題
の
根
本
的
関
係
に
し
て
試
み
ぶ
今
之
を
列
恕
す
れ
ば
一
庄
の
如
し

一
、
殖
民
地
の
憲
法
は
英
悶
議
舎
の
許
可
を
得
、
c
れ
ば
之
を

J

援
一
見
康
止
す
る
を
得
、
安
ι

陀

憲

法

は

其

制

定

以

来

今

日

に

至

る

ま

で

鋒

哀

を

加

へ

花

る

と

ι前
後
二
同
ゐ
よ
リ
何
れ

も
英
本
閣
議
舎
の
許
可
を
経
文
る
も
の
仁
じ
て
此
以
外
仁
殖
兵
地
が
英
憲
法
の
袋
一
説
を

す
布
川
践
し
み
ん
る
乙

ι銀
色
仁
非
ら
ぎ
ら
し
も
常
仁
実
図
々
舎
の
協
賛
寸
ど
得
一
念
1

り
し
が
翁
め

本
閣
議
合
川
の
有
ず
る
此
権
利
拡
日
取
活
重
要
な
る
本
岡
の
様
利
な

b
lJU 
怠

不
成
功
じ
了
れ
・
90

し
I
・

e

・
}
認
め
ら
る

二
、
英
関
臭
備
は

r

殖
民
地
の
総
紅
白
を
任
命
し
以
て
殖
民
地
仁
於
て
自
己
を
代
表
せ
し
め
共
選

任

に

常
'hJ
て
は
一
会
ー
く
皇
・
併
の
任
意
に
し
て
決
し
て
殖
民
地
ぃ
地
政
府
に
之
を
謀
る
が
如
き
'

乙
と
非
公
る
な

-b

三
、
殖
民
地
告
に
於
て
，
制
定
し
た
る
法
律
に
封
し
本

J

岡
政
府
ー
は
ペ
ト
!
の
権
利
を
存
ず
。

き

れ

ば
如
何
い
ん
な
る
般
民
地
と
雌
も
最
終
結
野
の
一
怯
一
律
を
作
る
乙
之
能
は
念
る
も
の
と
す
ー
、
但
し
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h

殖
民
地
人
民
の
代
表
せ
ら
れ
活
ら
も
d

み
某
立
住
部

ι於
て

其
代
表
せ
ら
れ
か
}
る
人
民
一
を
拘
束
ー
す
る

a

が
如
堂
、
法
律
を
作
ら
念
る
を
…
以
て
原
則
之
潟
せ

ば
な
'
夕
、
然
れ
ど
弘
一
“
本
閣
は
絶
お
に
斯
の
如
九
三
託
手
段
に
出
づ
る
能
以
す
と
一
五
ふ
に
非
ホ
ノ
ゼ

司

r
E
E
-
-
ノ、

イ

yv

キ

ン

ヌ

氏

が

吋

-HOFmhu一
伊
け
一
〈
命
的
己
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ω
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F
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E
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U
n
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行
け
丹
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に
ロ
ハ
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ロ
ロ
仏

oz.σ
け
ぬ
仏
一
口
戸

P
2
・
吋
一

J
3
c
m
T
「
O
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no口
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淳
一
け
ロ
ユ

0
2
-
o円
勺

3
0件
、
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円
円
円
ご
の
戸
支
U

口み

uti--コ0
3内
包
U
M
け
札
口
三

3
3

乃
討
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吋
ハ
い
一
札
口
町
け

V
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付
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一
口
勺
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円
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b
‘
允
る
は
此
意
.
味
味
仁
外
な
ら
、
斗
ホ
歩
一
下
チ
ヤ
少
/
、
如
位
科
し
戦
争
争
一
仁

るが如‘脅を酌骨をH

己
}
場
合
に
は
如
何
な
な
一
る
白
治
砧
荊
畑

h

良
民
地
と
附
縦
鼎
刃
弘
も
之
を
遊
港
一
未
せ
栴
?yI

斗
dベd
」る叶可可らら，芹才)コ『るb
や
論

絡
を
な
1
0

丘
、
殖
民
地
は
点
接
'
に
外
闘
と
俗
約
を
締
結
す
る
と
1
し
能
は
歩
、
反
之
英
本
闘
が
締
結
し
が
か
る

依
一
約
は
刷
市
民
放
を

du
拘
束
す
る
を
原
則
'
と
す
、
然
れ

t
g
安
際
仁
於
て
は
猫
民
地
一
が
ー
之
に

ー
加
入
す
る
か
否
や
の
意
思
表
示
を
匁
し
其
に
依

A-ー
で
定
ま
る
の
常
な
I
9
、
加
奈
陀
は
曾
て

• 

八
悦
衆
閣
と
HIE-
恵
候
約
を
締
結
一
し
大
る
乙
I
ζ

あ
1

り
然
れ
ど
も
之
れ
英
閥
政
府
を
返
し
ル
て
之

を
締
結
し
北
る
告
の
記
し
て
加
奈
陀
拡
命
メ
キ
シ
コ
え
も
同
誠
一
の

e依
約
を
締
結
せ
ん
と

欲
し
食
F

り
し
弓
本
閣
議
舎
の
灰
野
に
遭
遇
し
て
之
を
柴
崎
-
d
v
'か
を

六
、
揃
一
民
地
人
民
以
民
事
及

α
刑
事
の
訴
訟
に
闘
し
最
後
の
上
告
を
本
閣
の

P
Z可
わ
0
2
3
n
口
仁

提
出
す
る
を
得
可
r

し
印
も
。
プ
一
プ
イ
ピ

l
、
カ
ウ
シ
ジ
ル
は
殖
民
地
人
民
仁
取
。
て
最
後
の

列
侠
一
を
下
す
も
の
と
す
、
位
じ
濠
洲
締
邦
は
之
を
認
め
ホ

J

/

レ
山
、
英
一
同
白
一
点
・
備
は
一
効
段
を
授
山
県
ず
る
の
批
判
経
企
有
し
殖
一
民
地
政
府
は
如
何
仁
、
某
殖
民
地
に
功

一
持
あ
I

り
し
者
と
雌
昔
之
に
務
し
任
意
に
勲
爵
を
山
県
ふ
る
を
待
合
る
毛
の
之
す

八
、
最
後
に
本
槻
一
之
殖
民
地
よ
し
の
間
仁
は
密
接
な
る
海
陸
単
一
事
上
の
聯
総
あ
I

り
邸
中
り
ふ
一
英
側

の
海
軍
以
総
て
円
、
(
-
ス

]

J

C

A

M

H

岱
口
一
色
o
ロ
3
9二日
yo
立
ヨ
一
円
と
そ
の
管
轄
一
仁
嵐
す
る
の
定
一
り
の
に
し
て

一
八
六
一
五
年
の
法
律
に
依
ー
ク
般
民
地
と
雌
も
海
軍
を
備
へ
水
兵
を
養
ふ
乙
と
を
許
可
せ

ら
れ
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
自
ら
延
ん
で
海
軍
ー
を
備
へ
、
文
J

ハ
プ
し
が
近
年
仁
去
ら

P

年
々
一
定

47.; 

の
金
額
を
英
本
閥
仁
怠
ん

J

英
闘
は
之
に
封
し
て
特
仁
濠
洲
海
岸
の
防
衛
の
翁
め
軍
艇
を

北
九
一
近
悔
い
ド
洋
一
倣
せ

ι
ひ
る
仁
歪
よ
九
濠
洲
及
び
ニ
ュ
ー
ゼ

l

ラ
ン
ド
は
夏
ら
い
い
ト
悦
叫
ん
で
ド

南
仰
向
W
A
U
，
と
安
岡
姉
民
政
p

策

の

良

一

続

四

七
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e
t

岡
八
t
F

レ
ッ
ド
ノ
，

f

ト
型
戦
闘
般
各
一
隻
乞
建
造
し
て
木
、
闘
に
献
上
ぜ
ん
と
し
つ
弘
、
わ
る
は
祉

人
の
知
る
所
な
ろ
加
奈
陀
及
ぃ
ぴ
セ
イ
ロ
ン
の
如
き
は
警
察
上
の
目
的
の
殺
め
い
ι
武
装
せ

る
加
舶
を
有
す
る
の
常
な
れ
い
ι
ー
も
と
は
海
軍

A
H
す
ぺ
可
き
る
一
の
に
非
J
V
f

， 

英
閣
の
隆
一
軍
に
は
河
内
関
口
門
戸
工

2
5
5円一
氏
仰
い
く
O

守
口
汁
印
。
叶
の
数
種
あ
t
リ
後
者
は
本
岡
内
仁
於
て
の

み
服
一
一
佼
の
義
務
を
有
ず
れ
ど
が
す
レ
ギ
ュ
ラ
ー
プ
オ
!
ソ
パ
は
政
府
の
命
に
依
ふ
服
役
地
の

制
限
を
許

3

v
る
替
の
と
す
詳
し
で
が
令
殖
民
地
改
U

此
雨
極
の
陸
軍
十
ど
備
ふ
る
を
得
一
れ
ど

唱
共
多
く
は
ミ
リ
二
一
ノ
イ
ア
及
は
が
/
ヲ
一
ア
ジ
チ
ア
!
ー
に
し
て
兎
ら
に
則
閲
兵
抵

1
4

の
組
織
を
ふ
句

す
る
唱
の
も
少
な
わ
ち
み
が
ノ
一
例
へ
ば
い
加
奈
陀
に
於
で
は
・
十
八
歳
以
上
六
十
歳
、
以
下
の
男
子

は
岡
氏
兵
仁
編
入
せ
ら
れ
一
口
町
一
緩
一
急
み
れ
ば
秘
替
は
英
一
同
-
皇
慌
を
代
表
し
て
の
3
3
ω
三
4

2
y
o
y…
町
内
の
任
に
常
る
唱
の
と
す
、
卒
索
陸
軍
に
於
い
て
、
は
慰
民
地
自
ら
之
を
支
持
す
ー
し
隊

一
弘
然
ー
も
海
軍
と
共
に
英
樹
主
権
者
、
の
一
般
統
帥
の
下
に
在
る
沖
も
の
と
す

" 

&

'

べ

今
日
英
本
閣
と
其
自
治
殖
民
地
と
を

υ

聯
結
す
'
る
形
式
は
全
く
以
上
の
八
鯖
を
出
"
で
な
る
も

の
に
し
て
是
以
外
の
紡

y

に
慨
し
描
民
地
は
ん
て
の
自
由
を
享
有
す
る
も
の
と
す
-
郎
も
内
治
の

(
宮
哲

自
白
紙
勿
論
財
政
よ
仁
於
て
の
殖
民
地
一
ば
L

本
閣
に
到
し
一
銭
一
一
煙

mm貢
賦
を
牧

H

ひ
る
に
非
常
/

否
保
護
制
度
の
盛
な
る
闘
に
於
て
は
本
図
よ
t

り
の
輸
入
品
仁
詩
し
命
少
な
わ
ら
ぬ
関
税
を
徴

ず
る
，
の
常
一
な
ιリ
ぷ
央
・
本
閣
は
自
由
貿

i

易
を
以
て
岡
田
混
と
潟
す
が
矯
め
一
殖
民
地
よ
よ
り
本
一
岡
山
へ
の
輪

-、白
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嫡
.
民
地
は
世
界
の
三
方
面
に
割
捺
し
て
各
業
雄
を
競
は
ん
と
す
る
唱
の
あ
ら
叉
盛
な

b

t
稀

せ

含

る

を

得

歩

、. 

人

或

は

英

本

図

と

業

殖

民

地

と

の

閥

係

が

自

飴

列

強

の

犬

れ

に

比

し

極

め

て

薄

弱

な

る

を

日
片
て
英
帝
閥

F

の
前
途
じ
お
し
憂
慮
を
抱
く
者
無
念
に
非
ポ
ノ
、
印
も
英
図
殖
民
地
の
理
想
は
何
れ
w

e自
治

殖

民

地

北

ら

ん

乙

と

を

期

す

る

に

亮

れ

ば

今

日

の

王

領

猶

民

地

の

如

き

宅

何

時

が

は

自
治
殖
民
地
仁
鑓
ー
ポ
ノ
る
に
去
る
可
く
、
今
日
の
自
治
殖
民
地
は
真
ら
に
進
ん
で
全
く
本
図
よ
λ
ソ

相
倒
立
す
る
下
室
ら
含
る
か
を
危
ん
か
も
の
あ
ん

'dm
は

英

国

が

令

衆

闘

の

濁

立

に

懲

2
9
呆

て

、

俄

b
k
自
由
放
任
に
過
ぎ
遂
仁
は
其
殖
民
地
を
し
て
、
自
由
に
本
闘
輸
出
口
聞
に
針
し
て
号
室
枕
を

課

す

る

を

許

可

し

北

る

の

結

果

英

図

の

殖

民

地

貿

易

は

多

大

の

損

失

を

蒙

る

に

至

れ

b
と
一
五

ふ
者
あ
t

り
、
然
も
斯
の
如
を
は
何
れ
-
唱
実
岡
政
策
の
本
領
を
制
服
せ
念
る
短
見
者
流
の
設
に
し
て

我
輩
の
取
ら
も
d

る
所
な

b
、
印
も
英
閥
の
政
策
士
る
敢
て
関
税
l
g
二
五
は
み
ゲ
自
治
権
と
一
お
は
ポ
ノ
先

づ
以
て
殖
民
地
の
婆
求
ず
る
一
明
の
遣
の
を
彼
等
に
血
ハ
ヘ
彼
集
の
一
お
ふ
が
俵
仁
任
せ
英
潟

3

ん
と
欲
す
る
所
を
鋳
き
し
め
し
て
有
也
拘
束
す
る
所
ゐ
ら
歩
、
斯
く
し
て
殖
民
地
が
自
家
の
列

断
'
乙
慎
慮
と
に
訴
へ
て
結
局
本
間
と
の
関
係
を
密
接
な
ら
し
め
ヵ
c
v
G
可

ら

な

る

を

自

賛

せ

し

ひ
る
刃
も
の
に
し
て
初
け
め
は
先
づ
之
を
解
放
し
次
で
殖
民
地
自
身
の
自
由
行
動
に
依
よ
り
て
真
ら

仁

木

闘

と

の

関

係

を

密

接

な

広

し

め

ん

と

希

墜

す

る

に

主

1
9

て

乙

そ

異

圧

な

る

本

闘

と

殖

民

地

問

の

聯

合

は

期

せ

ち

る
h
B

沙
も
の
と
一
五
ふ
可
し
彼
の
徒
ら
に
張
感
一
カ
を
以
て
殖
民
地
を
拘
束

し
間
以
て
業
問
の
関
係
を
維
持
せ
ん
と
、
欲
す
る
が
市
の
之
は
雲
泥
の
相
異
あ
る
所
以
な
よ
ツ
況
ん
や

殖
民
地
に
於
て
取
得
し
文
る
税
金
を
本
岡
仁
一
鈴
ら
し
て
本
図
財
政
の
助
と
潟

3
ん

と

す

る

が

'
加
を
今
日
の
英
人
に
取
A
ツ
て
岡
山
港
寄
ら
ぬ
所
な
I

り
と
云
は
含
る
を
得
安
、
我
輩
は
近
時
英
本
間

と
殖
民
地
と
の
勝
結
そ
層
一
層
設
問
な
ら
し
め
ん
と
の
念
が
本
(
本
岡
及
d
A
A
(

殖

民

地

の

双

方

ょ
ん

J

感
に
湧
起
し
っ
、
あ
る
を
見
る
が
故
に
英
帝
開
聞
の
前
途
に
野
し
何
等
の
一
変
ふ
可
き
唱
の

あ

る

を

認

め

才

る

と

共

に

今

同

市

岡

の

聯

令

P
見

る

に

至
F

り
食
る
は
一
見
ち
仁
英
人
の
政
治
的

技

側

の

卓

紹

せ

る

誼

撲

な

ん
J

と
な
す
唱
の
な
・
9
。
而
し
て
今
を
去
る
佳
々
八
年
の
並
臼
砲
火
鯨
戟

の
問
仁
和
見
ヘ
近
世
史
上
の
一
大
盤
戦
を
誌
み
文
る
喜
望
峰
、
ナ
タ
ル
、
ト
ラ
ン
ス
グ
ア
ル
ヲ
レ

y
d
v

リ

グ

ア

の

四

闘

が

今

や

相

令

し

て

聯

令

政

府

を

構

成

し

協

必

勢

力

以

て

大

英

帝

閣

の

斜

め
に
有
力
な
る
部
分
を
働
か
ん
と
す
る
に
至
上
リ
セ
る
を
見
て
聴
な
戚
服
に
耐
ヘ
ぎ
る
・
次
第
に

5t 

し
て
今
に
於
て
バ
ン
ナ

I

マ
ン
兵
の
ム
一
一
口
を
唱
し
来
れ
ば
多
々
茶
々
鈴
韻
の
深
を
を
戚
ヂ
る
な

南
初
勝
令
之
英
周
一
民
磁
政
策
の
奨
髄

五
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